
三条市の花 ひめさゆり

新潟県三条地域振興局地域整備部



五十嵐川は、流域面積337.3km2、流路延長38.7kmの一級河川です。
その源を烏帽子(えぼし)岳（標高1,350ｍ）に発し、笠堀地点で笠堀川を合わせ、景勝八木ヶ

鼻地点で守門川と合流します。その後五十嵐川は旧下田村の丘陵地を流下し、太平川、鹿熊川
を合わせて三条市の市街地を貫流し、信濃川へ合流します。

当初、五十嵐川の治水計画は、昭和36年8月5日の集中豪雨の記録をもとに、計画2日雨量
272mmとして、基準点（一新橋）における基本高水流量2,000m3/s、計画高水流量1,600m3/s
と決定し、その差400m3/sを昭和39年に完成した笠堀ダムにより調整することにしました。

しかし、昭和44年8月12日豪雨では、笠掘ダム地点の流量は962m3/sを記録し、計画高水流
量520m3/sを442m3/sも上回る出水になりました。この豪雨を契機に、旧三条市、旧下田村お
よび旧栄町を洪水の被害から守るため、基本高水流量の見直しを行いました。

その結果、基準点（一新橋）の基本高水流量は3,600m3/sとし、このうち1,200m3/sを既設
の笠堀ダムおよび新たに建設する大谷ダムで調節することにしました。大谷ダムは、昭和55年
本体着工から 13年かけて平成５年11月に完成しました。

平成16年7月13日豪雨ではダム地点の総雨量 458mmになりましたが、959万m3の洪水をダ
ムで貯留し、最大流入量584m3/sに対し、最大放流量を201m3/sに抑えました。

また、下図グラフの平成23年7月の新潟福島豪雨では、総雨量 974mmの記録的な豪雨となり
ましたが、1,367万m3を貯留し、下流域の流量を低減することができました。

しかし、一山目の豪雨で洪水調節容量が満杯となり、運用開始後初めて非常用洪水吐から越
流し、流入量と同量を放流する状態になりました。

治水以外では、三条市周辺への人口集中、宅地開発の進展による水道用水の需要増加に対応
するため、三条市、加茂市、田上町の2市１町に対して一日最大30,420m3を補給しています。

また、河川維持用水を放流する際の落差を利用し、最大出力190KWの水力発電を行い、ダム
管理施設の電気をまかなっています。なお、余剰分の電気は東北電力株式会社に売電していま
す。

平水時の非常用洪水吐

平成23年7月 非常用洪水吐越流
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大谷ダム これまでの歩み
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洪水時満水位
▼（サーチャージ水位） 209.6m

▼常時満水位 191.4m

▼最低水位 184.1m
堆砂容量（土砂をためる） 405万m3

維持用水(発電)

ダム湖断面イメージ

監査廊

常用洪水吐

非常用洪水吐

非常用洪水吐
ダムがｻｰﾁｬｰｼﾞ水位に到達
したとき、ダムの決壊を防
ぐため越流します。

常用洪水吐
大雨でダムへの流入が増え
た時でも、下流へ安全な水
量が流れるよう、水路トン
ネルを設けています。

水道用水
三条市、加茂市、田上町の
水道用水として、浄水場へ
管路で水を送っています。

①

②

維持用水（発電）
ダム下流の河川内の動植物が生息で
きるよう常に放流しています。その
放流時の水を使い発電し、管理棟や
資料館で使っています。

ダム下流側 ダム上流側

管理用発電機

常用洪水吐
流入口

水道用水（河川維
持用水）取入口

常用洪水吐
出口

非常用洪水吐

河川維持用水
出口

国道２８９号
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ダム周辺平面図

せせらぎ広場

7.3m 利水容量(水道用水など) 330万m3

18.2m 洪水調節容量(洪水時に水をためる) 1,375万m3



  ダム名 大谷ダム 有効貯水容量 1,705 万m3
河川名 信濃川水系五十嵐川 洪水調節容量 1,375 万m3
位置 三条市 大谷、三条市 笠堀 利水容量 330 万m3（うち維持用水60、水道用水270)
完成 平成5年(1993年） 11月 堆砂容量   405 万m3
ダム型式 中央しゃ水壁型ロックフィルダム 非常用洪水吐 自由横越流型（越流長 109.9m 天端 標高 209.60m）

堤高  75.5ｍ 常用洪水吐 自然調節方式（呑口 幅 3.90m 高さ 3.41m）
堤頂長、幅 堤頂長 360m  堤頂幅 10m 取水設備 NO.1～NO.3取水口ゲート(各呑口 幅 1.0m 高さ1.0m)

法面勾配 上流側 1：3.0 下流側 1：2.0 貯水位低下用取水設備 貯水位低下用  呑口ゲート（呑口 幅 3.5m 高さ3.5m）

堤体積 227.8 万m3 河川維持用 （主ゲート） ジェットフローゲート   口径350mm
ダム天端高さ 標高 215.5 m （予備ゲート）高圧スライドゲート    口径350mm
集水面積  56.2 Km2 貯水位低下用 （主ゲート） ジェットフローゲート   口径950mm
湛水面積  1.01 Km2 （予備ゲート）高圧スライドゲート  750×950mm
設計洪水位 標高 213.0 m 計画洪水流量   790 m3／sec
洪水時満水位(ｻｰﾁｬｰｼﾞ水位)    標高 209.6 m 計画放流量   170 m3／sec
常時満水位 標高 191.4 m 設計洪水流量 1,420 m3／sec
最低水位（堆砂面） 標高 184.1 m 最大出力、最大使用水量     190 KW   0.70 m3/sec
総貯水容量 2,110 万m3 最大有効落差 38.77 m
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18.2m（洪水調節容量 1,375万m3）

上流側 下流側

監査廊

監査廊

ダム縦断面図（上流側から見た図）ダム縦断面図（上流側から見た図）

国道側

Φ7.0m φ5.0m


